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　９月 10 日（木）、消防本部で救急特別訓練を
行いました。
　地域メディカルコントロール協議会医師、指導
救命士を指導者に迎え、必要な観察に基づく適切
な処置と評価、症状の悪化防止、そして医療機関
との連携、救急隊員のさらなる資質向上を目的と
して、救急の日にあわせて実施しました。
　また、９月 17 日（木）には、今津町日置前地
先で救助隊による山岳救助訓練を行いました。
　訓練は、登山客が山中で負傷し、歩行できなく
なったと想定し、普段から訓練を重ねているロー
プを使った救出訓練を実施しました。
　秋が深まるこの季節多くの登山客でにぎわいま
す。それに伴い救助事案も増加する傾向となって
いますので、登山される方は十分な準備や計画を
整えてお出かけください。（消防本部）

　８月 22 日（土）と 23 日（日）の２日間、第
64 回滋賀県青年大会が米原市・長浜市を会場に開
催されました。
　高島市選手団として高島市青年協議会を中心に
71 人が参加しました。日頃の練習の成果を発揮し
て、体育の部 第３位、文化の部 準優勝、総合の部 
準優勝という素晴らしい成績を収められました。

（青少年課）

おめでとうございます !!

魅せた！　高島青年の底力！
県青年大会で総合準優勝 !!

▼体育の部
　≪卓球…男子団体戦≫
　　マタノスパークス／優勝
　≪卓球…男子個人戦≫
　　俣野 長之／準優勝
　≪卓球…女子個人戦≫
　　西川 麻衣子／優勝
　≪軟式野球≫
　　れいか～ず／準優勝
　≪ボウリング…女子の部≫
　　チャレ／第３位

▼文化の部
　≪人形劇≫
　　おひさま一座／優秀賞
　≪のど自慢≫
　　岡本　翔子／最優秀賞
　　中西　信樹／努力賞
　≪絵画≫
　　狩野　恵／最優秀賞
　　中村　泰彗／優秀賞
　　桂田　孝太／努力賞
　≪室内装飾品≫
　　藤原　麻美／優秀賞

　≪手芸品≫
　　地村　沙奈恵／優秀賞
　　駒井　佳代／優秀賞
　　前川　彩子／努力賞
　≪日常生活用具≫
　　植村　千佳／最優秀賞
　　岡野　史子／優秀賞
　　前川　和徳／努力賞
　≪ポスター展≫
　　チャレンジクラブ／優秀賞
　　中西　信樹／優秀賞
　　今津町青年団／努力賞

※敬称略

おめでとうございます !!

※敬称略

●…救急隊と救助隊が訓練実施

市民の安全安心な
暮らしを守ります

救急特別訓練

山岳救助訓練

二次元コードを読み取っていただき、リンク先にアクセスすると、youtube で動画を見ることができます。
youtube の視聴は、パケット通信料定額制の加入契約をしていない場合、通信事業者から高額な料金請求がくる
場合がありますのでご注意ください。

　９月 19 日（土）、歴史体験学習会たかしま歴史
楽の第２講として、清水山城館跡現地見学会が行わ
れ、約 50 名の参加者が史跡の残る行程を清水山城
跡まで散策しました。
　清水山城は、近江源氏佐々木氏の一族で、その惣
領家、佐々木越中氏の居城です。佐々木氏は、高島
七頭と称され、13 世紀頃から高島地域を支配した
と言われています。良好な保存状態で実存する主

郭や屋敷地跡は、中世の在地豪族の城館
を考える上で重要であることから、平成
16 年に国の史跡に指定されました。
　参加者たちは熱心にガイドの説明を聞
き、中世の山城跡に想いを馳せました。

（秘書広報課）

youtube

　すっきりと晴れ渡った青空の下、９月 20 日（日）
に畑の棚田で、棚田オーナーによる稲刈り作業が行
われました。棚田オーナー制度は、日本の棚田百選
に選ばれている畑の棚田を保全し、またＰＲの一環
として平成 12 年度から行われています。
　県内外から約１６０人が参加した今回の農作業で
は、5 月の田植作業からすくすく育ち、たわわに実
った稲が、参加者の手作業で一株ず
つ丁寧に刈り取られました。参加し
た方々は、棚田の美しい風景を眺め、
また楽しみながら畑での一日を過ご
されました。（秘書広報課）

畑の棚田オーナー
青空の下、楽しく稲刈り

清水山城館跡現地見学会
中世の山城跡に想い馳せる
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　まぶしいくらいの秋空の下、９月 22 日（火）、23
日（水）に、新旭少年野球スポーツ少年団　創立 25
周年記念大会が、新旭森林スポーツ公園等の球場で開
催されました。
　以前から当少年団では、記念大会を開催したいとい
う思いがあり、25 周年の節目についに実現。当少年
団と日頃から交流のある県内の少年団、16 団が参加、
トーナメント方式で優勝を争いました。
　以前は各集落ごとにあった少年野球のスポーツ少年
団ですが、徐々に統合が進み、25 年前、中部、北部、
南部の３つの少年団が一つになり、新旭少年野球スポ
ーツ少年団が創立されました。現在は、小学６年生を
中心に 28 人のメンバーが在籍し、練習に汗を流して
います。これからも伝統を受け継いで、野球を楽しん
でください。（秘書広報課）

新旭少年野球スポ少……創立 25周年大会
25 年の想い乗せ、全力投球！

youtube
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グラウンドゴルフ
わかやま国体で団体７位入賞

グラウンドゴルフ
夏から秋にかけ、グラウンドゴルフ各大会開催

　９月 19 日（土）と 20 日（日）に和歌山県で行
われた、わかやま国体グラウンドゴルフ（公開競
技）において滋賀県代表として出場された中山友子
さん、木村保子さん（ともに今津）が団体７位入賞
されました。（市民スポーツ課）

　９月から 10 月にかけて、市や県内ではグラウンドゴルフの
大会が次のとおり行われました。（市民スポーツ課）

中山さん 木村さん

高島市グラウンドゴルフ協会夏季大会
開催日 ▼９月３日（木）　場所 ▼萩の浜

優　勝　大越　とみ子（今津）
準優勝　向井　輝彦（今津）
第３位　田村　朝夫（新旭） 田村さん 大越さん 向井さん

高島市グラウンドゴルフ協会秋季大会
開催日 ▼ 10 月７日（水）
場　所 ▼グリーンパーク想い出の森

優　勝　藤本　新次（今津）
準優勝　森　捷男（安曇川）
第３位　佐藤　昇（マキノ）

森さん 藤本さん 佐藤さん

…………第 28 回滋賀県グラウンドゴルフ秋季湖西ブロック大会
開催日 ▼９月 14 日（月）　　場所 ▼大津市

【男子の部】
優　勝　青谷　重興（マキノ）
第４位　長谷川　宗男（マキノ）
第６位　村上　敏和（今津）

【女子の部】
優　勝　竹原　栄子（マキノ）
第３位　中山　友子（今津）

村上さん 青谷さん 中山さん 竹原さん長谷川さん

新谷くん 中矢くん

　６月 21 日（日）に瀬田公園体育館で行われた第
５回滋賀県ヤングクラブバレーボール男女優勝大会
で、新谷祐樹くん、中矢健太くん（ともに高島中３年）
が所属する大津男子バレーボールクラブが見事優勝
され、９月 21 日（月）、22 日（火）に大阪で行わ
れた第 18 回全国ヤングバレーボールクラブ男女優
勝大会に出場、健闘されました。（市民スポーツ課）

新谷くん、中矢くん
全国ヤングバレー大会出場

※敬称略

　兵庫県朝来市のサンポリマー株式会社
代表取締役の山本啓二様から、高島市に
５００万円のご寄付をいただきました。
　山本様のお父様は安曇川町のご出身で、
創業以来、高島市の多くの企業と取引され
ていることから、その感謝の気持ちを伝え
たいと平成 25 年度にも１, ０００万円も
の法人寄付をくださっています。
　ふるさとを思う山本様のお気持ちをあり
がたく受け止め、市政発展のために活用さ
せていただきます。（企画調整課）

感
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た

　10 月４日（日）に梅ノ子運動公園で、第 28 回
高島ロータリークラブ杯少年サッカー大会が行わ
れ、各地域の少年団など 20 チーム、約３００人の
子どもたちが参加しました。小学６年生の部、５年
生の部、４年生の部、キッズの部にわかれ対決。子
どもたちは、ゴールを狙って、懸命にグラウンドを
駆け巡りました。（秘書広報課）

高島ロータリークラブ杯少年サッカー大会
ゴールを狙ってダッシュ！

サンポリマー（株）山本様から
５００万円のご寄附

　高島市観光物産プラザは、市民交流の促進の場、
観光および物産の情報発信を行い地域の活性化を
図るための拠点施設として、開業一周年を迎えま
した。これを記念し、10 月３日（土）、４日（日）
に、観光物産プラザ一同【まるごと百貨店、MIZU　
cafe　cocco（ミズカフェコッコ）、公民館、図書室】
が感謝の気持ちをこめて記念イベントを開催しまし
た。
　訪れた方は、各イベントや、特産品販売など楽し
まれました。（秘書広報課）

感謝の気持ちをこめイベント開催
観光物産プラザ　祝一周年

ロビーで行われた高島フルートサークルの演奏

　10 月 17 日（土）から 20 日（火）まで、山口県で
開催された、高齢者が主役のスポーツ・文化の祭典　第
28 回全国健康福祉祭やまぐち大会（ねんりんピックお
いでませ！山口２０１５）に、高島市から 5 人の選手
が出場されました。（長寿介護課）

《出場選手と競技》　※敬称略
【ゴルフ】　中江　武良（安曇川）
【卓球】　大河内　智恵子（安曇川）　
　　　　西川　とよ子（安曇川）　柴田　豊一（安曇川）

【グラウンド・ゴルフ】　白岸　和子（今津）

ねんりんピックおいでませ !…山口２０１５
高齢者が主役 !………高島から５人出場
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　教育委員会 information

このコーナーに対するご意見等は、高島市教育委員会事務局教育総務課  （32）1132 までお気軽にお問い合わせください

　児童虐待に関する相談対応件数は、依然として増加傾向にあります。
特に、子どもの生命が奪われる重大な事件が後を絶たない状況において、
11 月を「児童虐待防止推進月間」と位置づけ、児童虐待問題に対する
社会的関心の喚起を図るため、児童虐待防止のための広報・啓発等各種
取り組みを全国的に実施することとしています。

▼対象者　市民税非課税世帯のひとり親家庭の児童
　　　　　　（中学校修了まで）
▼助成額　上限３，５００円（接種費用額）
▼申請受付期間　11 月２日（月）～平成 28 年２月 29 日（月）
▼手続き　医療機関でインフルエンザの予防接種後、各保健セン

ター（朽木地域は朽木支所）または子育て支援課へ
申請してください。

▼持ち物　印鑑、領収書、母子手帳（接種内容を記録されたもの）、
　　　　　通帳コピー

ひとり親家庭の方へ
　子どものインフルエンザ予防接種費用を助成します

《父子家庭の方へ》　詳しくはご相談ください。
・滋賀県母子・父子・寡婦福祉資金貸付制度
　高校、大学、専門学校等の授業料等に活用していただけます。
昨年の 10 月から父子家庭も対象となりました。
・児童扶養手当
　平成 22 年から父子家庭も対象になっています。また、昨年の
12 月からは年金を受給されている場合でも少額であれば対象とな
るなど、制度改正や所得額、扶養人数等の変動により、これまで受
給できなかった方でも申請されると受給できる場合があります。

子育て支援課　 （25）8136

　保育士・看護師・栄養士・調理
師・保健師の資格、免許を持って
いる方に、県内の保育所の仕事を
紹介し、就労を支援します。
▼日時　12 月１日（火）
 　　　　13 時～ 16 時
▼場所　ハローワーク高島
▼相談　無料
▼申込方法　電話、メール
　　　　（予約優先・当日受付可）

・ 滋賀県保育士・保育所
　　　　　　　　支援センター

077（516）9090
otoiawase@shiga-hoikukyo.jp

一緒に啓発活動をしていただけ
る方は、子ども家庭相談課（☎
２５-８５１７）にご連絡ください。

当日のサポーターを募集 !!

▼日時　11 月 20 日金
　　　　　６時 45 分～８時

▼場所　JR 各駅前

▼内容　オレンジリボン、チラシな
　どの配布による啓発活動

▼日時　11 月２日月
　　　　～ 12 月 25 日金

▼場所　市役所本庁１階

▼内容
　オレンジリボンをツリー
に飾り付け展示します。

▼日時　11 月 24 日火～ 30 日月
　　　　　10 時～ 16 時

▼場所　子ども家庭相談課前
　　　　（新旭保健センター内）

▼内容
　松ぼっくりに
オレンジリボン
などの飾りを付
けます。

保育人材バンク
「出張相談会」

　速やかに下記に連絡する義務があります。もし虐待ではなかったとし
ても責任を問われることはありません。連絡は匿名で行うことも可能で
すし、連絡者の身元を明かすこともありませんので、ご安心ください。
　●子ども家庭相談課　　　☎（２５）８５１７
　●虐待ホットライン　　　☎０７７（５６２）８９９６（はぐくむ）
　●児童相談所全国共通ダイヤル　　☎１８９（いちはやく） 

！

オレンジリボン
松ぼっくりツリー制作

オレンジリボン街頭啓発 オレンジリボンツリー展示

各地域文化祭に啓発コーナー設置

保育人材バンク
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　４月 21 日（火）に、小学校第６学年と中学校第３学年の全児童生徒を対象に、
全国学力・学習状況調査を実施しました。

小学校においては、国語では、漢字を正しく読むことについては概ね良好でし
たが、自分の考えを整理しまとめて書くことに課題がみられました。算数につい
ては概ね良好でした。理科では、実験結果を基に自分の考えを深めることに課題
がみられました。中学校においては、国語では、漢字の読み書きや語句の意味の
理解については優れていましたが、文章の構成を考えて書くことに課題がみられ
ました。数学については概ね良好でした。理科では、グラフや資料などに基づい
て自分の考えや他者の考えを比較・検討して改善することに課題がみられました。

こうした結果をふまえ、各教科等の指導のねらいを明確にし、自分の考えを書く
活動や学級やグループで話し合う活動を増やすなど、言語活動を充実させる授業改
善の取り組みをより強化します。また、その時間のめあてをはっきりさせ、日常生
活と関連づけて考え、学習の終わりに振り返りを行うなど、学習内容の定着を図り
ます。

学習状況調査からは、昨年度と同様に、小・中学校ともに今住んでいる地域の行
事について、多くの子どもたちが「参加している」と回答しています。地域の行事
に参加した満足感が活動への参加意欲につながり、豊かな体験が、子どもたちの成
長を支えていると考えられ、今後も子どもたちが地域と深く関わっていくことが望
まれます。

各学校では、自校の学力・学習状況や学力向上策を学校だより等でお伝えし、家
庭とも連携した取り組みを進めています。家庭においても家庭学習や読書の習慣を
身につけられるようご支援・ご協力をお願いします。

の
開
催
お
よ
び
区
や
自
治
会
な
ど
へ
の

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
出
前
講
座
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
高
島
市
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
事
務
局
（
市
民
ス
ポ

ー
ツ
課
）
へ
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
（
３
２
）
４
４
５
９

　
（
３
２
）
１
１
３
５

①
里
湖
で
地
域
を
結
ぶ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
開
催
（
毎
月
第
４
日
曜
日
、８
月
、

12
月
～
２
月
を
除
く
）

②
び
わ
湖
高
島
栗
マ
ラ
ソ
ン
の
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参
加

③
び
わ
こ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
＆
ち
び
っ

こ
チ
ャ
レ
ン
ジ
in 

高
島
の
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参
加

④
自
治
会
等
へ
楽
し
み
な
が
ら
で
き
る

体
操
の
指
導
（
出
前
講
座
）

⑤
小
学
校
へ
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
（
キ
ン

ボ
ー
ル
等
）
の
指
導
（
出
前
講
座
）

　滋賀県建設業協会高島支部の
ご厚意により、夏休みに安曇川
管内小学校のグラウンドを整地
していただきました。ありがと
うございました。

～…全国学力・学習状況調査から…～



内　　容
人身事故発生件数
死 者 数
傷 者 数

発生場所
マ キ ノ
今 　 津
朽 　 木
安 曇 川
高 　 島
新 　 旭

火　災
建 物
車 両
林 野
そ の 他
救　急

交通事故
一般負傷
急 病
そ の 他
救　助

火 災
交通事故
水難事故
そ の 他

件　数
0 件
1 件
0 件
0 件

件　数
23 件
35 件

115 件
29 件
件　数

0 件
1 件
1 件
1 件

累計（1月～）
9 件
6 件
0 件
6 件

累計（1月～）
161 件
319 件

1277 件
212 件
累計（1月～）

0 件
16 件
1 件

12 件

件　数
　７６件
　　２人
　９８人

件　数
　１３件
　１２件
　　３件
　１７件
　１５件
　１６件

前年比
－36 件
－ 5 人
－53 人

（平成 27 年９月末現在） （平成 27 年９月末現在）

交通事故発生状況 火災・救急・救助件数 環境放射線測定結果
高島警察署　 (22)0110 消防総務課　 (22)5401 原子力防災対策室　 (25)8133

９月平均値（平日測定）
マキノ（マキノ支所前駐車場）

今　津（今津支所玄関北側）

朽　木（朽木支所前駐車場）

安曇川（安曇川支所裏駐車場）

高　島（高島支所東駐車場）

新　旭（市役所北側玄関前）

０．０６７μ Sv/h 

０．０６４μ Sv/h

０．０５９μ Sv/h

０．０５９μ Sv/h

０．０５７μ Sv/h

０．０６４μ Sv/h

0.065

0.064

0.054

0.048

0.058

0.066

前月平均値

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h
※測定地点は他に24か所あります。測定結果は、
市のホームページをご覧ください。
※通常の値はおおむね 0.2 μ Sv/h 以下です。

高島市民病院　 （36）0220
詳しくは、病院ホームページをご覧ください。

・12 月１日から電話による予約の取得を廃止
します。まず、かかりつけ医 ( 開業医 ) に受診
いただくようお願いします。

・紹介状をお持ちの患者さんを優先するため、
直接来院の患者さんについては１時間以上お待
ちいただくこととなります。

　かかりつけ医からの紹介状をお持ちの患者さ
んを優先して診察いたします。

待ち時間の短縮

　紹介状をお持ちの患者さんは、初診時に別途必
要となる選定療養費 2,160 円（税込）が不要です。

初診にかかる費用の軽減

　かかりつけ医と情報を共有することで、普段の状態
が分かり、検査やお薬の重複を避けることができます。

傷病のダブルチェック

　高島市民病院では、地域の開業医とそれぞれの
診療の役割を明確にして互いに協力し、地域全体
で患者さんを支えていくため、かかりつけ医制度
を推進します。
　このため、かかりつけ医からの紹介状をお持ち
の患者さんを優先して診察する受診方法に変更し
ます。

かかりつけ医制度を推進するため、
一部受診方法を変更します。

　かかりつけ医等からの紹介状をお持ちいただく
とスムーズに治療や検査を受けていただけます。

高島市民病院に初診で受診の際は、
紹介状をお持ちください。

　日常的な診療や健康管理を行なってくださる地
域の開業医のことです。
　急性期医療を担う高島市民病院とかかりつけ医
の先生とが情報共有等の連携をさらに強化し、共
に患者さんを支えます。

かかりつけ医とは？？

かかりつけ医を持つことの良さ

21 2015.11 月号

市役所保険年金課　 （25）8137
　大津年金事務所　 077（521）1789

※ナビダイヤルは、一般の固定電話からおかけにな
る場合は全国どこからでも、市内通話料金でご利用
いただけます。ただし、一般の固定電話以外（携帯
電話等）からおかけになる場合は通常の通話料金が
かかります。
※０３- ６７００- １１４４の電話番号におかけに
なる場合は、通常の通話料金がかかります。

年末調整・確定申告まで大切に保管を！

国民年金保険料を、今年 1月 1日から９月 30
日までの間に納付された方は…
　11 月上旬に日本年金機構本部から送付され
る「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」

（または領収証書）を年末調整や確定申告の際
に必ず添付してください。

今年 10月 1日から 12月 31日までに、
平成 27年中の納付をはじめてされた方は…
　平成 28 年２月上旬に送付されます。

　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場
合も、ご本人の社会保険料控除に加えることがで
きますので、ご家族あてに送られた控除証明書を
添付のうえ申告してください。「社会保険料（国
民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、
控除証明書のはがきに表示されている番号にお問
い合わせください。

　国民年金保険料は、所得税および
住民税の申告において全額が社会保
険料控除の対象となります。
※その年の１月１日から 12 月 31
日までに納付した保険料が対象で
す。この社会保険料控除を受けるた
めには、納付したことを証明する書
類の添付が義務付けられています。

「社会保険料（国民年金保険料）
  控除証明書」が発行されます

（平成 27 年 11 月２日～平成 28 年３月 15 日）
　控除証明書専用ダイヤル

☎０５７０- ０５８- ５５５（ナビダイヤル）

☎０３- ６７００- １１４４
０５０から始まる電話でおかけになる場合は
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大
地
震
な
ど
大
規
模
災
害
が
発
生
す

る
と
、
支
援
物
資
は
す
ぐ
に
届
か
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
食
料
品
店
に
も
人

が
殺
到
し
、
す
ぐ
に
商
品
が
無
く
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
各
家
庭
で
非
常
食

等
を
備
え
る
事
は
と
て
も
重
要
な
こ
と

で
す
が
、
非
常
食
等
の
備
蓄
は
し
て
い

て
も
、「
気
が
付
い
た
ら
消
費
期
限
が

大
幅
に
過
ぎ
て
い
て
全
て
廃
棄
し
た
」

と
い
う
失
敗
を
し
た
ご
家
庭
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
こ
で
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
を

活
用
し
た
非
常
食
等
の
備
蓄
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
こ
れ
は
非
常
食
等
を
定
期
的

に
飲
食
し
、
使
用
し
た
分
を
補
充
す
る

と
い
う
備
蓄
方
法
で
す
。

　
た
と
え
ば
３
日
分
の
備
蓄
（
９
食
）

で
あ
れ
ば
、
毎
月
１
食
分
を
食
べ
る
日

を
決
め
て
お
き
、
食
べ
た
ら
入
れ
替
え

る
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
１
年
間

で
す
べ
て
入
れ
替
え
な
が
ら
消
費
期
限

を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
う
す
る
こ
と
で
、
常
に
消
費
期
限

内
の
食
品
等
を
保
つ
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
ご
家
庭
で
い
ろ
い
ろ
工
夫
し

な
が
ら
災
害
の
備
え
を
行
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

※
非
常
に
広
い
範
囲
に
被
害
が
及
ぶ
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
で
は
、
１
週
間
以
上
の
備
蓄
が

望
ま
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
地
震
な
ど
大
規
模
災
害
が
発
生
す

な
が
ら
災
害
の
備
え
を
行
っ
て
い
き
ま

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
を
活
用

し
た
非
常
食
等
の
備
蓄消費期限が切れないよう

非常食を定期的に食べて
新しいものに入れ替えましょう。総

合
防
災
局

　
（
２
５)

８
１
３
３
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環境政策課　 （25）8123　 （25）8145
　　　　　　　 kankyo@city.takashima.lg.jp

健康推進課　 （２５）８０７８　 （２５）５６７８
kenko@city.takashima.lg.jp

　

女
性
の
12
人
に
１
人
が「
乳
が
ん
」に
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
！

　

も
う
他
人
事
と
は
思
え
な
い
。「
乳
が
ん
」
は
、
女
性
が
一
生
の
中

で
一
番
か
か
り
や
す
い
が
ん
な
の
で
す
。◆

５
年
相
対
生
存
率
グ
ラ
フ

（
全
国
が
ん
セ
ン
タ
ー
協
議
会
加
盟
施

設
に
お
け
る
５
年
生
存
率
）

　
日
本
で
は
、
年
間
１
万
人
以
上
の
女

性
が
「
乳
が
ん
」
で
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
家
庭
や
仕
事
が
忙
し
い
40

歳
か
ら
50
歳
代
の
女
性
が
「
乳
が
ん
」

に
か
か
り
や
す
い
年
代
で
す
。

　
「
乳
が
ん
」
は
、
早
期
に
発
見
し
て

治
療
す
れ
ば
95
％
以
上
が
治
癒
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。（
下
記
グ
ラ
フ
参
照
）

　
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
、
専
門
の
医

師
と
一
緒
に
定
期
的
に
経
過
を
み
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
乳
が
ん
検
診
」
は
、
２
年
に
１
回

必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
多
く
の
場

合
は
、
２
年
に
１
回
の
頻
度
で
早
期
発

　
乳
が
ん
検
診
は
医
療
機
関
で
自
費
で

受
け
た
場
合
、
１
万
円
ほ
ど
か
か
る
高

額
な
検
査
で
す
が
、「
市
の
集
団
検
診
」

を
利
用
す
る
と
、
１
，
０
０
０
円
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
医
療
機

関
（
高
島
市
民
病
院
・

草
津
総
合
病
院
）
で
の

個
別
検
診
は
、
１
，

５
０
０
円
で
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

～
あ
な
た
と
　
家
族
の
た
め
に
～

受
け
よ
う  

乳
が
ん
検
診

食の健康教室 11 月、12 月の参加者募集！
　年間 15 回、健康に関連の深い食についての教室を開催しています。

▼場　　所　安曇川公民館
▼対 象　子育て中の保護者、妊婦等
▼定 員　20 人（定員になり次第締め切ります。）
▼持 ち 物　エプロン、三角巾、１人２００円（材料負担金）

● 

乳
が
ん
は
、
40
歳
～
50
歳
代
女
性
の

が
ん
死
亡
の
第
１
位
で
す

● 

乳
が
ん
は
、

早
期
発
見
で
治
癒
し
ま
す

● 

定
期
的
検
診
の
ス
ス
メ

● 

市
の
検
診
が
お
得
で
す

・ 健康推進課　 （２５）８０７８　 （２５）５６７８ kenko@city.takashima.lg.jp

５
年
間
生
存
率

早期発見した場合
（Ⅰ期）

早 期 発 見 で き な
かった場合（Ⅳ期）

0

20

40
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３５．１％

見
で
き
ま
す
が
、
中
に
は
急
激
に
大
き

く
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
自
己
触
診

を
し
て
、
何
か
気
に
な
る
こ
と
や
異
常

を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
病
院
に
行
き
ま

し
ょ
う
。

【集団検診の場合】
検査費用　１０，０００円

－）　　市の助成　　９，０００円
　自己負担　　１，０００円

11月 29日日 10 時～ 13 時
『妊婦さんの栄養教室』

12月９日水 10 時～ 13 時
『和食の基本～おふくろの味』

12月 21日月 10 時～ 13 時
『おせち料理を作ってみよう』

▼申込方法
　電話、ファックス、メールで、健康推進課まで
名前、連絡先、住所をご連絡ください。　
※毎月の内容は市ホームページをご覧ください。

補助金申請受付状況10 月 20日までの
○電気式生ごみ処理機…………………８０２件
○コンポスト……………………………４１１件
○事業所用（大型）生ごみ処理機………１６件

　
古
着
は
、収
集
業
者
が
回
収
し
た
後
、メ
ー

カ
ー
に
渡
り
、国
内
で
リ
ユ
ー
ス
さ
れ
た
り
、

新
興
国
へ
輸
出
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

　
日
本
の
古
着
は
汚
れ
が
少
な
く
、
国
外
の

方
か
ら
は
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

▼
古
着
回
収
場
所

　
市
指
定
の
拠
点
回
収
場
所
や
、
区
・
自
治

会
の
指
定
回
収
場
所
で
回
収
し
て
い
ま
す
。

▼
出
し
方

　
古
着
は
、
中
身
の
見
え
る
袋
に
入
れ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
着
な
く
な
っ
た
衣
服
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
　

　
古
着
の
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）
を
活
用
し
、
資

源
の
有
効
活
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

（単位）ｔ 　市民の皆さんのご理解とご協
力により、環境センターに収集
される「燃やせるごみ」は、減
少傾向にありますが、９月の
収集量が前年度同月に対して
36.5t（3.5%）増加しまし
た。引き続き、環境センターの
負荷軽減と循環型社会形成のた
め、より一層のごみの分別・減
量にご協力ください。

  燃やせるごみの収集量９月の

100 150 200 250 300
（週）

800 900 1000 1100700
（合計）

第１週
253.45t
259.65t

第２週
248.47t
250.08t

第３週
251.18t
253.22t

第４週
242.30t
268.95t

合  計
   995.40t

1,031.90t

Ｈ 26
Ｈ 27

広報誌に掲載してから
初の増加

！…

た
だ
し
、
次
の
も
の
は
、

　
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
シ
ー
ツ
、
カ
ー
テ
ン
、
ネ
ク
タ
イ
、
下
着
、

帽
子
、
布
製
か
ば
ん
、
革
製
品
な
ど

回収場所
古着

回収収集業者

国内で
リユース

新興国で
リユース
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高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
た
め

施
設
で
の
虐
待
防
止
の
視
点
を
知
る

　
近
年
、
全
国
的
に
高
齢
者
虐
待
に
関
す
る
通
報
・
相
談
等
の
件
数

は
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
福
祉
施
設
・
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
等
（
以
下
、
高
齢
者
施
設
等
）
に
よ
る
高
齢
者
虐
待
に
つ
い

て
も
、
報
道
等
で
た
び
た
び
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
な
ど
、
深
刻

な
被
害
を
見
聞
き
す
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
高
齢
者
虐
待
の
背
景
と
し
て
、
人
員
不
足
や
人
員
配
置
の
問
題
、

お
よ
び
そ
れ
ら
に
伴
う
多
忙
さ
、
教
育
・
知
識
・
介
護
技
術
等
に
関

す
る
問
題
、
職
員
の
ス
ト
レ
ス
や
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
問
題
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
影
響
し
て
お
り
、
深
刻
な
状
況
に
な
る
前

に
発
見
し
適
切
に
支
援
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
高
齢
者
施
設
で
の
高
齢
者
虐
待
と
は
？

【身体拘束は原則禁止されています】●
虐
待
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い

●
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す

　
高
齢
者
施
設
等
で
働
い
て

い
る
職
員
か
ら
、
高
齢
者
が

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
不
当
な
扱

い
を
受
け
て
い
る
状
態
を
い

い
ま
す
。
単
に
暴
力
を
振
る

う
こ
と
だ
け
が
虐
待
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

★ 

平
成
18
年
４
月
に
「
高
齢

者
虐
待
防
止
法
」
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
市
は
関
係

機
関
の
福
祉
、
医
療
の
専

門
職
と
連
携
し
、
早
期
発

見
・
迅
速
な
対
応
に
努
め

て
い
ま
す
。

　高齢者施設等では、入所者の生命また

は身体を保護するための「緊急やむをえ

ない場合」を除き、高齢者の自由を奪う

身体拘束は原則禁止されています。

《こんな行為は身体拘束です》

・徘徊しないように車イスや

ベッドにひも等で縛る、ベッ

ド柵で四方を囲う。
・行動を落ち着かせるために

薬を過剰に服用させる。

・脱衣やオムツ外しを制限す

るためにつなぎ服を着せる。　

など

　
高
齢
者
施
設
等
で
職
員
か
ら
虐
待
を
受
け
た
と
思

わ
れ
る
高
齢
者
を
発
見
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
市

役
所
地
域
包
括
支
援
課
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

通
報
を
行
う
こ
と
は
守
秘
義
務
違
反
に
は
あ
た
り
ま
せ
ん
。

※ 

通
報
し
た
こ
と
に
よ
る
不
利
益
な
取
り
扱
い
（
解
雇
、降
格
、

減
給
な
ど
）
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
虐
待
予
防
の
視
点
を
正
し
く
も
ち
、
早
期
発
見
・

対
応
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
場
所
を
長
く
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
高

齢
者
虐
待
防
止
法
は
、
虐
待
を
し
て
し
ま
っ
た
人
を

罰
す
る
た
め
の
法
律
で
は
な
く
、
ど
う
す
れ
ば
高
齢

者
が
安
全
で
安
心
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
か

を
一
緒
に
考
え
る
た
め
の
法
律
で
す
。

　
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
地
域
包
括
支
援
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　男性介護者の皆さん、日々の介護に悩んだり疲
れたりしていませんか？　介護を一人で頑張ら
ず、仲間と一緒に学び、情報を共有しながら日頃
の介護に活かしていただけるようケアメン（男性
介護者）の会を開催します。
　今回は、負担のかからない衣服の着脱や移動・
移乗の方法などを実践を交えて学習します。

▼日時　11 月 16 日月　13 時～ 15 時

▼場所　今津保健センター　ホール　

▼申込締切　11 月 13日（金）までに、地域包括支援課に
　　　　　　お申し込みください。

13 時～ 情報交換
 講演「負担のかからない介護技術」
 講師　オムツフィッター　中村　真理　氏

身体的虐待
たたく、つねる、蹴る、食事を
無理やり口にいれる、徘徊する
ため部屋に閉じ込める。

介護の放棄・放任
（ネグレクト）　

オムツが汚れている状態を日常
的に放置する。医療が必要な状
態にも関わらず受診させない。

心理的虐待 怒鳴る、ののしる、悪口を言う、
意図的に無視をする。

性的虐待
排泄がしやすいという目的で下

（上）半身を裸にさせたり、下着
のまま放置する。人前でオムツ
交換をする。

経済的虐待
生活に必要なお金を渡さない・
使わせない、本人の年金や預貯
金を本人に無断に使う。

地域包括支援課
（地域包括支援センター） （25）8150

そ
れ
ぞ
れ
に　

子
を
追
う
カ
メ
ラ　

運
動
会

大お
お
は
な
び

華
火　

見
事
輝
き　

月
微
笑
む

流
し
台　

所
狭
し
と　

瓜
並
ぶ

食
つ
ぶ
し　

地
方
再
生　

な
に
思
ふ

亡
き
夫つ

ま

の　

口
ぐ
せ
い
つ
も　

ケ
・
セ
ラ
・
セ
ラ

穂ほ
だ
か嵩
の
絵　

テ
レ
ビ
に
写
り　

歓
声
を

新
米
や　

お
か
ず
い
ら
ぬ
と　

孫
が
云い

う

薔ば

ら薇
一い

ち
り
ん輪　

古
城
の
影
に　

抱
か
れ
て

老
い
年
で　

夢
待
ち
つ
づ
け
た　

金
婚
式

秋
空
に　

わ
き
立
つ
雲
の　

プ
ー
ド
ル
犬

時と

き間
す
ご
い　

笑
い
高た

か
だ
か々　

墓
掃
除

孫
描え

が

く　

爺じ
い

の
似
顔
絵　

毛
が
五
本

雛ひ
な
が
た形
の　

飛
ぶ
鳥
決
め
る　

首
ひ
と
つ

晋
作
の　

志
継
ぎ　

倒
幕
へ

内う
ち
ま
ご孫
の　

琵
琶
湖
一
周　

夏
休
み

コ
ン
サ
ー
ト
で　

老
い
も
若
き
も　

歓
喜
の
輪

味
に
笑
顔　

心
に
上
の
せ　

ま
る
く
な
り

夫
と
娘
と　

参
道
を
行
く　

初
時
雨

し
み
じ
み
と　

身
に
し
む
話　

友
に
聞
く

空
き
巣
犯　

空
き
巣
に
や
ら
れ　

ご
立
腹

昆
布
煮
る　

秋
い
っ
ぱ
い
の　

部
屋
に
な
る

雨
だ
れ
が　

ト
ユ
に
反
射
し　

美
し
く

バ
ス
の
旅　

オ
ー
タ
ム
カ
ラ
ー　

素
晴
ら
し
い

落
葉
焚
く　

煙
吸
い
込
む　

鰯
い
わ
し
ぐ
も雲

や
っ
て
来
る　

心
お
ち
つ
か
せ　

孫
迎
え
る

暑
さ
さ
り
て　

鈴
虫
泣
く
や　

秋
の
風

お
～
い
粗
茶　

ヘ
ェ
～
イ
と
急き

ゅ
う
す須　

放ほ
う

る
妻

心
労
に　

本
寄
り
添
い
し　

日
向
ぼ
っ
こ

畦あ
ぜ
い
ち
ろ

一
路　

赤あ
か
じ
ゅ
う
た
ん

絨
毯
や　

曼ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ

珠
沙
華

赤
や
黄
に　

木
々
の
化
粧
は　

色
づ
け
り

電
線
に　

つ
ば
め
集
い
て　

大
海
原
へ

手
を
合
わ
す　

弥み

だ陀
に
救
わ
れ　

今
を
生
き

よ
く
咲
い
て　

く
れ
た
と
花
に　

ね
ぎ
ら
い
の

秋
の
夜
な
が　

読
書
と
く
る
か　

俳う

た句
作
り

時
雨
来
る　

高
島
平
野　

穫
り
終
え
る

か
ず
か
ず
の　

デ
イ
の
想
い
出　

残
し
い
く

耳
す
ま
す　

虫
と
鳥
と
が　

合
唱
か

暑
か
っ
た　

夏
も
去
り
ゆ
き　

食
の
秋

安
ら
げ
る　

声
を
聞
か
せ
る　

法ほ
う
し
ぜ
み

師
蝉

立り
っ
と
う冬

の　

ジ
ャ
ー
ジ
の
色
は　

エ
ヴ
ァ
か
な

平
井　
ち
く
（
朽
・
大
野
）

川
端　
昭
子
（
マ
・
高
木
浜
）

伊
庭　
健
博
（
新
・
深
溝
）

久
保　
俊
明
（
高
・
拝
戸
）

中
河　
仁
子
（
今
・
今
津
）

曽
根
ケ
イ
子
（
新
・
饗
庭
）

北
原　
　
宏
（
今
・
今
津
）

駒
井　
堅
次
（
安
・
北
船
木
）

松
田　
節
子
（
新
・
新
庄
）

山
本
美
智
子
（
マ
・
新
保
）

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
）

宇
井　
増
男
（
高
・
武
曽
横
山
）

北
川　
国
重
（
安
・
青
柳
）

久
米　
良
彦
（
新
・
太
田
）

小
谷　
忠
雄
（
マ
・
西
浜
）

頃
常　
芳
子
（
今
・
今
津
）

沢
井　
美
代
（
朽
・
岩
瀬
）

白
井
や
よ
い
（
高
・
宮
野
）

進
士　
良
冶
（
新
・
太
田
）

田
谷
多
見
雄
（
安
・
南
古
賀
）

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

山
本　
　
忍
（
高
・
高
島
）

山
本　
京
子
（
高
・
高
島
）

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

伊
丹　
孝
子
（
高
・
勝
野
）

上
原　
三
芳
（
新
・
深
溝
）

上
山　
惟
裕
（
高
・
城
山
台
）

金
村　
玉
子
（
マ
・
蛭
口
）

𠮷
川　
　
明
（
安
・
北
船
木
）

寺
田　
義
輝
（
マ
・
西
浜
）

中
崎　
徳
子
（
朽
・
桑
原
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

村
田　
ナ
ミ
（
高
・
勝
野
）

奥
津
と
し
江
（
安
・
川
島
）

提
中　
幸
子
（
新
・
針
江
）

上
田　
ナ
ツ
（
マ
・
浦
）

穴
井　
義
夫
（
今
・
梅
原
）

穴
井
由
香
里
（
今
・
梅
原
）

坂
口
そ
の
江
（
マ
・
知
内
）

高
野　
龍
哉
（
高
・
野
田
）

暑
く
と
も　

年
に
一
度
の　

墓
ま
い
り

猛
暑
す
ぎ　

我
に
か
え
れ
ば　

秋
の
風

汗
か
い
て　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ　

夏
す
ぎ
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台
風
去
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掴
ん
で
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た
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鮎
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群

身
が
縮
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心
を
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で
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台
風
あ
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友
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み

し
さ
誘
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虫
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市
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高
島
救
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一
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よ
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集
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し
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鮎
遡そ

じ
ょ
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台
風
で　

湖う
み

は
大
し
け　

白
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が

外
孫
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生
ま
れ
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じ
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ば
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忙
し
い
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す
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な
つ
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し
い
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実
習
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せ
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空
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孫
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な
り

ノ
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夜
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十
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げ

珠
沙
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れ
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土
手
染
め
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ひ
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や
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紫
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き

の
色

迷
い
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縁
側
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に
ら
め
っ
こ

芋
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露　

風
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音
聞
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が

く

秋
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舞
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映
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手
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け
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菊
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育
て
も

子
の
元
に　

二
十
年
来
の
友　

越
す
と
言
う

こ
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色
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茶
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岡
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台
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安
・
北
船
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田
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高
・
勝
野
）
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今
・
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津
）

小
和
田
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（
新
・
旭
）

木
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み
ね
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高
・
拝
戸
）

添
田
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美
子
（
安
・
常
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木
）

西
川
五
磋
三
（
高
・
高
島
）

福
井　
　
良
（
安
・
西
万
木
）

森
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枝
（
今
・
梅
原
）

渡
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江
（
新
・
深
溝
）

梅
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保
次
（
安
・
四
津
川
）

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

髙
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芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）
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田
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子
（
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）
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原
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（
新
・
太
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）
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光
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高
・
鴨
川
平
）

西　
美
津
子
（
高
・
鴨
川
平
）

枝　
　
常
信
（
安
・
川
島
）

早
田　
弘
子
（
今
・
今
津
）

本
城　
和
枝
（
新
・
太
田
）

高
橋
レ
イ
子
（
高
・
鴨
川
平
）

八
木　
　
宏
（
高
・
鴨
）

井
保　
孝
夫
（
安
・
西
万
木
）

枝　
き
ぬ
枝
（
安
・
常
磐
木
）

枝　
千
代
子
（
安
・
常
磐
木
）

澤
辺
み
さ
を
（
新
・
藁
園
）

中
内　
保
男
（
新
・
針
江
）

野
田　
敏
子
（
新
・
旭
）

すてきな作品をお待ちしています！

なお、Eメールで投稿する場合は、漢字の直後に (　) 書きで読みがなを記入してください。

　郵便または E メールで、投稿者氏名・住所・電話番号を書き添えて投稿してください。
　作品は未発表のもので、応募は一人１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

▼ 投 稿 先　
郵　便→　〒 520-1592　高島市新旭町北畑 565 番地
　　　　　高島市秘書広報課あて
メール→　hishokoho@city.takashima.lg.jp

★市民の方が対象です。応募数が多い場合は選考をさせていただきます。

…▼次回締切　　　　▼掲載月

…11月25日　……平成28年1 月号（水）
必着/


